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緑 区 役 所 
 

１ 区政策 

（１）区ビジョンの推進 

   区の課題やまちづくりの方向性について協議を行う場として設置する、緑区区民会議での議論を踏まえ、

区ビジョンに掲げた取組等の推進方策について、協働の視点から検討・実施するもの。 
  【令和元年度の取組内容】 

ア 緑区特設サイト「すもうよ緑区」による情報発信 
イ 緑区のＰＲと定住意識の醸成を図ることを目的にファイルバッグを配布 

 

（２）有害鳥獣駆除等対策事業 

   有害鳥獣の抜本的な解消を目的として策定した「相模原市鳥獣被害防止計画」等に基づき事業を実施した。 
【令和元年度の主な取組内容】 

ア 相模原市有害鳥獣対策協議会への支援 
（ア）ＧＰＳを活用したニホンザル個体群補足事業（基地局設置） 
（イ）箱ワナ等の購入による捕獲の推進 
（ウ）自主防衛組織等の育成・支援 

イ 相模原市津久井地域鳥獣等被害対策協議会への支援 

（ア）有害鳥獣捕獲事業（捕獲頭数 イノシシ643頭 ニホンジカ240頭 ニホンザル94頭） 

（イ）ニホンザル追払い事業（シルバー人材支援センター） 

（ウ）ICT付き大型捕獲檻の導入 2基設置 

（エ）津久井地域ヤマビル被害防止対策活動支援 22件 

ウ 農作物鳥獣害防護対策事業（電気柵等設置補助） 48件 

 

（３）相模原市鳥屋猟区 

野生鳥獣保護管理事業として、野生鳥獣の生息数を確保しつつ安全な狩猟の実施を図るため、相模原市鳥

屋猟区2,995 haの管理運営を行った(鳥屋鳥獣保護協会に委託)。 

令和元年度入猟者数 131人  

 
（４）緑区区民会議 

市長の附属機関として、区内のまちづくり会議から推薦された者、区内の公益的活動を行う団体から推薦

された者、公募により選ばれた区内の住民、学識経験のある者などにより、25人以内で構成される会議。任期は

委嘱の日から2年となっている。 
   区別基本計画の策定にあたり、施策分野別に意見交換を行い、緑区の目指す姿を定め、取組の方向を示し

た緑区基本計画について答申した。 
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令和元年度の開催状況                         （令和2年3月31日現在） 

回次 開催月日 出席者数 傍聴者数 審  議  状  況 

第5期 
6 

令和元年5月31日 19人 2人 
・副会長の選任について 
・緑区基本計画の答申案の作成・検討について 

7 令和元年6月8日 18人 1人 ・緑区基本計画の答申案の作成・検討について 

8 令和元年7月13日 17人 2人 ・緑区基本計画の答申案の作成・検討について 

9 令和元年9月9日 17人 0人 ・緑区基本計画の答申案の作成・検討について 

10 令和元年9月17日 19人 0人 ・緑区基本計画の答申案の作成・検討について 

11 令和元年11月22日 18人 0人 
・緑区基本計画の答申について（報告） 
・第５期緑区区民会議の今後の審議内容について 

12 令和2年2月18日 20人 2人 ・地域活動とＳＤＧｓへの取組について（報告） 

合  計 延128人 延7人  

 

（５）区版広報、ホームページ  

  ア 区版広報紙の発行 

    区民意識や一体感の醸成を図るため、区内に関係する行政情報や地域情報を掲載している。 
    広報紙は新聞折込、新聞未購読世帯等へのポスティング及び市関係施設等への配架により配布している。 
    発行部数  47,167部 （令和元年度 月平均） 

  イ 区版ホームページの運営 

    区からのお知らせや区長レポート、イベント情報、人口などの基礎情報、まちづくり情報等を掲載し、 
   随時、最新情報に更新している。 
 

（６）相談 

ア 緑区市民相談室の開設 
 緑区市民相談室の開設：毎日（年末年始を除く）午前9時～正午、午後1時～4時 

   令和元年度 各種相談の件数（緑区計）まちづくりセンター分を含む。（令和2年3月31日現在 単位：件） 

相 談 の 種 類 合 計 相 談 の 種 類 合 計 

市 民 相 談 530 新築・増改築修理等の相談    5 

法 律 相 談 697 社会保険労務士相談 25 

行 政 相 談    3 不 動 産 相 談 17 

人 権 相 談    3 行政書士相談 31 

税 務 相 談 58 交通事故相談 13 

登 記 相 談 38 合  計 1,420 

 
イ 災害相談室の開設 
令和元年東日本台風により、被災した市民の生活の立直しを援護し、自力復興を援助するため、緑区災害

相談室を開設した。 

 災害相談室の開設：令和元年10月23日から 午前9時～正午、午後1時～4時 

   開設場所別相談の件数      （令和2年3月31日現在 単位：件） 

開設場所 開設期間 相談件数 ※ 

津久井総合事務所 10月23日～11月29日 119（2） 

相模湖総合事務所 10月28日～11月10日  9（1） 

藤野総合事務所 10月23日～11月15日  79（0） 

   ※ カッコ内の数字は、開設期間以降に市民相談室において行った災害相談の件数 
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ウ 災害専門相談会の開催 
令和元年東日本台風により、被災した市民に充実した支援を行っていくため、神奈川県大規模災害対策士

業連絡協議会の派遣する相談員による専門相談会を開催した。 
 災害専門相談会の開催：午前10時～午後3時   （単位：件） 

開設場所 開設日 相談件数 

津久井保健センター 10月27日、12月1日 20 

藤野総合事務所 10月26日、11月30日 36 

 

（７）行政資料コーナーの運営 

行政資料コーナーは市民向けの資料室として、公文書の公開請求及び個人情報の開示等の請求の受付をは

じめ、市政に関する情報の提供、案内を行っている。また、市、国、県等の行政資料を配架し、閲覧に供して

いるほか、市の有償刊行物の販売も行っている。             （令和2年3月31日現在） 
 緑区役所 城   山 津 久 井 相 模 湖 藤   野 総   計 

行政資料コーナー利用者（人） 2,900 － 1,449 10 924 5,283 

公文書公開請求（件）   4     0   0 0   0     4 

保有個人情報開示請求（件）    3     3     2 0   0     8 

※ 城山については、平成26年10月から公文書館において行政資料等を配架している。行政資料コーナ

ー利用者数は「総務」の公文書館来館者数の項目を参照 
 
（８）区選挙管理委員会 
   区の選挙管理委員会では、選挙人名簿の調製や投票、開票、選挙啓発などの選挙事務のほか、検察審査員・

裁判員候補者予定者の選定などを行っている。事業の詳細は「選挙」の項目を参照 

 

（９）財産区の状況 

財産区は、市町村の一部で財産または公の施設の管理及び処分を行うことを認められた特別地方公共団体 
ア 管理形態       （令和2年3月31日現在 単位：団体） 

管理機関 総   計 城   山 津 久 井 藤   野

財産区議会  2 2 0 0  

財産区管理会 13 0 6 7 

イ 財産の状況                   （令和2年3月31日現在 単位：千円） 

財産区名称 
土  地 

（山林等） 

出資に 

よる権利 

資金積立基金 

運営基金 山林管理基金 

川尻財産区 766,496.68㎡      420  261,997 － 

中沢財産区 198,601.00㎡      210  15,847 － 

三井財産区 130,352.61㎡      210  4,075 － 

中野財産区 855,609.51㎡      100  29,920 － 

串川財産区 3,085,501.90㎡    1,660  266,767     200,000 

鳥屋財産区 37,025,149.30㎡    8,460  594,882 100,000  

青野原財産区 18,114,669.00㎡    4,065  77,053 － 

青根財産区 18,113,352.72㎡    4,020  130,766 － 

※ 
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財産区名称 
土  地 

（山林等） 

出資に 

よる権利 

資金積立基金 

運営基金 山林管理基金 

吉野財産区 894,152.62㎡      430  30,995 － 

小渕財産区 51,615.85㎡ － 1,258 － 

澤井財産区 172,586.61㎡ 210  16,052 － 

牧野財産区 18,110,897.53㎡    3,000  83,631 － 

日連財産区 355,930.47㎡ 210  49,970 － 

名倉財産区 602,378.00㎡      410  31,016 － 

佐野川財産区 416,356.00㎡ － 2,092 － 

 

（１０）施設等の維持管理・維持補修 

 緑区合同庁舎、大沢まちづくりセンター、相原連絡所、相模湖観光案内所、藤野観光案内所、 
相模湖記念館の維持管理、維持補修を行っている。 
施設の概要 

施設名 所在地 建築年月 敷地面積(㎡) 延床面積(㎡) 

緑区合同庁舎 西橋本5-3-21 H25.3 3,761.55 11,554.51 

相模湖観光案内所 与瀬1104-2 H21.3（改築） 81.00 56.14 

藤野観光案内所 緑区小渕1702-3 H21.3 122.00 61.73 

相模湖記念館 与瀬259-1 H12.4 9,558.26 200.00 

 
（１１）宿泊・温泉施設の維持管理・維持補修 

 緑の休暇村センター、青根緑の休暇村いやしの湯、藤野やまなみ温泉について、指定管理者が管理運営 
を行い、市が施設の維持管理、維持補修を行っている。 

 施設の概要 

施設名 所在地 建築年月 指定管理者 利用者数（人）

緑の休暇村 

センター 
緑区青根807-2 S55.5 

一般社団法人 

青根振興協議会 

1,904（宿泊） 

1,111（食堂） 

青根緑の休暇村 

いやしの湯 
緑区青根844 H17.5 

82,719（入浴）

63,669（食堂）

藤野やまなみ温泉 緑区牧野4225-1 H9.4 

牧野地域 

振興協議会 

グループ 

100,579  

 
２ 地域振興 

（１）まちづくり会議 

まちづくり会議は、地域のまちづくりの課題を自主的に話し合い、課題解決に向けた活動に構成団体など

が協働して取り組むために、本市のまちづくりを進めてきた22の地区ごとに一つの会議が設置されている。 
まちづくり会議は、自治会や地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、公民館など、各地域で

活動している団体等の代表を中心に構成されている。主な議事内容として、地区の地域課題の解決に向けた

取組や地域活性化事業交付金、地区まちづくり懇談会についてなどが話し合われている。 
   令和元年度は、区内6地区全体で、委員総数142人、延べ開催回数37回、延べ出席者数683人となっている。  
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令和元年度の開催状況                          （令和2年3月31日現在） 

地 区 名 橋 本 大 沢 城 山 津久井 相模湖 藤 野 

開催回数 6 6 6 7 6 6 

 

（２）地域活性化事業交付金 
より多くの市民の参加と協働による地域の活性化を目指し、本市のまちづくりを進めてきた22の地区で展

開される市民による自主的な事業に対して交付している。 
交付金の対象事業は、市内22地区（緑区6地区）を単位に実施される各地区の活性化に資すると認められ

る事業である。 
交付状況（令和2年3月31日現在） 

件数 42件    交付額 12,229,000円（確定額 11,952,000円） 
 

（３）区の魅力づくり事業 

区民どうしの一体感を育み、区への愛着や誇りなどの意識の醸成を図るため、「区の魅力づくり」に向け

た事業を実施した。 
ア 魅力づくり事業（令和元年度の主な取組） 
（ア）区民交流プロジェクト 

ａ 橋本七夕まつりへの出展（緑区イメージキャラクター「ミウル」のＰＲ及び東京2020オリンピック・

パラリンピックの機運醸成） 

ｂ ミウル体操やミウル音頭を活用した区民交流の促進 

（イ）魅力再発見プロジェクト 

ａ 緑区郷土芸能フェスタ（緑区ならではの地域資源である村芝居やお囃子などの郷土芸能をテーマと

したイベントの開催）※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止 

（ウ）情報発信プロジェクト 

ａ 緑区イメージキャラクター「ミウル」を活用した情報発信（ツイッター、フェイスブック、ライン

による地域情報や季節の話題などの発信、橋本七夕まつりや各種イベント等でのＰＲ） 

ｂ ミウルのホームページの活用 

ｃ 緑区ガイドブックデータの作成（東京2020オリンピック自転車ロードレース競技の開催に合わせ、

サイクリスト向けのガイドブックデータを作成） 

ｄ パンフレットスタンドの設置（区内外への情報発信を目的にＪＲ橋本駅に設置） 

ｅ 区外でのイベントを活用した区のＰＲ（区外で開催された各種イベントでの緑区ＰＲブースの出展、

ミウルの出演） 

ｆ 民間企業と連携した新たな情報発信（東日本旅客鉄道株式会社と連携し、駅構内及び自動改札機等

の空きスペースを活用し、自転車ロードレース競技テストイベントの情報発信を実施） 

ｇ 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けた情報発信（ブリヂストンサイクル株

式会社と連携し、駅等に掲出する天吊幕、フラッグ、のぼりを作成※東京2020オリンピック・パラ

リンピックの開催延期により掲出は未実施。カナダボートチームの事前キャンプに合わせ、歓迎の

のぼりを設置） 

（エ）広域連携プロジェクト 

ａ 八王子いちょう祭りへの参加 
ｂ 近隣市町村と相互の魅力を高めるため、広域的に連携を図る地域団体の取組に対しての支援（八・

相観光連携事業「早春の高尾山ハイキングと火渡り体験」）※新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため事業中止 
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（４）観光行事 

ア さがみ湖湖上祭花火大会 

相模湖誕生後に始められた花火大会で、湖を造る際に亡くなられた方々の慰霊と湖の安全を祈願し、8
月1日に開催されている。周囲が山に囲まれているので、音が身体に響き、光は湖面に映え、素晴らしい

音と光の芸術を繰り広げる。 
イ 橋本七夕まつり 

昭和27年に橋本地区商店街の活性化、振興を目指して始められたもので、8月上旬の金曜日から日曜日に橋本七

夕通りを中心に色鮮やかな竹飾りが数多く並び、趣向を凝らした出し物が通りにあふれる華やかなまつりである。 
 

（５）自治会活動の円滑な運営と住民自治の推進 

自治会等集会所の建設補助及び融資等 

自治会活動の円滑な運営と住民自治の推進を目的として、その活動の拠点となる自治会等集会所の保有を

促進している。 

具体的には、自治会等集会所の用地取得費及び建設費等の一部を助成し、また、自治会等集会所を専用使

用するための借地及び借家する賃借料の一部を助成する制度を設けている。なお、自治会が、市が指定した

金融機関から自治会等集会所の用地取得、建設等に必要な資金の融資を受けられる制度も設けている。 
 自治会の集会所等の保有状況（緑区）       （令和2年3月31日現在） 

自治会数 
所 有 借 用 

合 計 保有率 
単 独 共 有 単 独 共 有 

202 116 9 47 11 183 91.0％ 

ア 令和元年度の建設費等補助の状況 

（ア）橋本上町自治会集会所修繕事業           783,000円 

（イ）相原当麻田自治会集会所修繕事業           729,000円 

（ウ）小山寿町自治会集会所用地取得事業             22,491,000円 

（エ）金丸自治会館建設事業                     13,800,000円 

（オ）森戸自治会館修繕事業               3,450,000円 

（カ）中野自治会館修繕事業               180,000円 

（キ）青野原自治会館建設事業             12,346,000円 

（ク）京王住宅自治会館修繕事業            1,169,000円 

イ 令和元年度の賃借料補助の状況 

（ア）宮前自治会集会所賃借料助成事業                 43,200円 

（イ）宮下自治会集会所賃借料助成事業                 24,000円 

（ウ）菅井自治会集会所賃借料助成事業           10,000円 

 

（６）安全で安心なまちづくり 

ア 交通安全思想並びに防犯思想の普及啓発 

活
動
状
況 

項  目 主 な 活 動 の 状 況 

安全・安心まちづくりに関する 
普及と啓発 

・安全・安心まちづくりに関する各種キャンペーンの実施 
・青色パトカーを活用した安全・安心パトロールの実施 
・自転車マナーアップ啓発活動の実施 
・児童・生徒や高齢者を対象とした意識啓発 
・ひばり放送や安全・安心メールによる情報提供 
・啓発看板、電柱幕及び横断歩道指導旗の配布 

安全・安心まちづくりに関する 
地域活動の支援 

・協議会各支部や交通安全母の会への助成 
・こども110番の家の活動支援 
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（ア）令和元年度交通・防犯啓発看板等の配布状況（令和2年3月31日現在） 

年度 
看板等

合計 

内訳 
団体 団体の内訳 

看板 電柱幕 
 

R1 26 14 12 14
自治会9、小学校1、ＰＴＡ3、その他協議会等1 

（橋本2、大沢4、城山0、津久井5、相模湖3、藤野0） 

 

（イ）令和元年度指導旗・横断旗配布状況（令和2年3月31日現在）  

年度 
旗 

合計 

旗内訳 
団体 団体の内訳 

指導旗 横断旗 

R1 71 41 30 10
小学校2、ＰＴＡ2、中学校3、自治会1、その他2 

（橋本2、大沢1、城山2、津久井3、相模湖0、藤野2） 

 

イ 交通安全並びに防犯に係る関係団体との連絡調整 

（ア）令和元年度交通安全に関する要望件数・要望内容（類型別）（令和2年3月31日現在） 

年度 地区 
合計 

（件数） 

類 型 項 目 

横断歩道 規制取締 信号機 道路改良 安全啓発 

R1 区全体 7 0 1 6 0 0

（イ）令和元年度防犯要望件数・要望内容（類型別）（令和2年3月31日現在） 

年度 地区 
合計 

（件数） 

類 型 項 目 

防犯灯 監視カメラ パトロール

R1 区全体 7 7 0 0

※「市民の声システム（わたしの提案）」及び「電話や通知等による要望」で決裁処理した件数 

 

ウ 防犯灯の設置・維持管理 

  （ア）令和元年度 市管理防犯灯の新設・再設・移設・撤去の状況（中継柱を除く） 

区分 
令和元年度設置（撤去）灯数 灯数 

増減 
A-D 

R2.3.31 
灯数 新設 

A 
再設 
B 

移設 
C 

撤去 
D 

計 

灯数(灯) 90 0 4 2 96 88 15,380灯 

（イ）令和元年度 自治会管理防犯灯の再設・移設・撤去及び維持管理費補助金の状況 

区分 
令和元年度設置（撤去）灯数 

R2.3.31 
灯数 新設 

A 
再設 
B 

移設 
C 

撤去 
D 

計 

灯数(灯) － 0 0 0 0       164 

設置費補助金(円) 0 維持管理費補助金(円) 1,028,584円 

※ 新設について、平成28年度より原則として市管理防犯灯による対応となった。 

 

（７）商店街振興 

区内商店街の利便性の高い魅力ある商店街づくりを支援するとともに、商店街の活性化のための取組の支

援を行った。 

ア 商店街環境整備事業補助               3,371,000円 

（ア）自動車駐車場利用券共同購入事業        470,000円 

（イ）共同駐車場維持補助金         523,000円 

（ウ）街路灯維持管理事業【街路灯電気料】  1,938,000円 
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（エ）街路灯撤去 440,000円 

イ 商店街にぎわいづくり支援事業補助     507,000円 

（ア）情報発信事業             327,000円 

（イ）イベント事業 180,000円 

 

（８）地域防災   

   相模原市地域防災計画により、災害発生時には緑区本部が設置される。 

 区内の災害に備え、区の防災体制を整えるとともに、訓練を実施している。 
ア 緑区役所各所属の主な所掌事務 

地 域 振 興 課 
区本部事務局の運営並びに避難所・一時滞在施設に関すること。
駅前滞留者・帰宅困難者に関すること。 

区 政 策 課 各現地対策班と区本部事務局との連絡調整に関すること。 

区 民 課 り災証明に関すること。 

まちづくりセンター 現地対策班の運営並びに災害情報の収集及び伝達に関すること。

イ 防災訓練 

地域住民、関係防災機関、職員を対象として訓練を実施した。 
（ア）相模原市テロ対応実動訓練 

実施日時：令和元年6月2日(日)午前9時～ 

内  容：東京2020オリンピック自転車競技ロードレーステストイベントにおける事件・事故等の発

生時の市内部情報伝達体制、市民周知要領の確立を図るための情報伝達訓練 

（イ）総合防災訓練 

実施日時：令和元年9月1日(日) 午前9時30分～ 

内  容：大沢地域会場訓練(大沢小学校会場)：情報収集伝達訓練・救援物資受入訓練・救出訓練・

応急救護訓練・車椅子補助訓練など 

（ウ）特命担当職員等伝達訓練 

実施日時：令和元年9月19日(木)午後6時～ 

     内  容：避難所担当職員、公民館担当職員に加え一時滞在施設担当職員を対象とした情報伝達訓練 

（エ）緑区本部初動対応訓練 

令和元年東日本台風対応により中止 

（オ）孤立対策推進地区対応訓練 

    令和元年東日本台風対応により中止 

（カ）緑区役所デジタル地域防災無線等通信訓練 

      実施日時：令和元年5月・7月・9月・令和2年3月実施 

           毎年5月から隔月で6回実施しているが令和元11月及び令和2年1月については令和元

年東日本台風対応により中止  

      内  容：緑区本部と現地対策班との間における災害用通信機器を用いた通信訓練 

  （キ）緑区帰宅困難者対策訓練 

           令和元年東日本台風対応により中止      

ウ 避難所 

    自主防災組織、学校及び避難所担当職員で構成する避難所運営協議会の運営支援を次のとおり行った。 
（ア）避難所数…38箇所 
（イ）避難所運営協議会設置…38箇所（設置状況100％） 
（ウ）訓練実施状況(合同訓練含む)  令和元年度 36回 

（エ）避難所担当職員研修 
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   実 施 日：令和元年6月4日(火)、5日(水)及び6日(木) 

   内  容：避難所運営に関する講義、通信機器の取扱い研修 

（オ）避難所担当職員等実技研修 

   実 施 日：令和元年7月25日(木) 、26日(金) 

      内   容：仮設トイレ・自家用発電機・投光機・公用携帯電話・特設公衆電話の取扱い訓練 

 

３ 各種届出、証明書交付 

（１）各種届出の受理、各種証明の交付等 

  ア 各種届出の処理 

  住民異動、印鑑登録申請、戸籍届出、通知カード・マイナンバーカードに係る届出、国民健康保険、 

国民年金などの各種届出の申請処理、市税の納付等の処理を行う（※は、区民課、連絡所を除く）。 

イ 各種証明書の交付 

   住民基本台帳に係る証明書、印鑑登録証明書、戸籍に係る証明書等の交付、市税等に関する証明書の交

付等を行う（※は、区民課を除く）。 

届出処理、証明書交付申請件数                      （令和2年3月31日現在） 

○相原・橋本駅連絡所は区民課、各出張所・津久井中央連絡所は津久井まちづくりセンター、佐野川・牧野

連絡所は藤野まちづくりセンターに含む。 
○区民課、まちづくりセンター、出張所及び連絡所では、各種証明書の発行や届出等の業務範囲が異なる。 

ウ パスポートの申請・交付 

パスポートの申請受理及び交付を行う。 

申請、交付件数                （令和2年3月31日現在） 

 H30 R1 対前年度増減比 

申請件数 12,893 12,404 △3.8％ 

交付件数 12,870 12,449 △3.3％ 

 

４ 各まちづくりセンター 

（１）市民相談（市民相談員） 

   市民相談の開設日：城山まちづくりセンター水曜日、津久井まちづくりセンター月曜日、 
相模湖まちづくりセンター第1・3火曜日、藤野まちづくりセンター第2・4火曜日 

（祝日、年末年始を除く）午前9時～正午、午後1時～4時 
 

年度 種 別 緑区 計 区民課 
大 沢まち

づくりセンター

城 山まち

づくりセンター

津久井まち

づくりセンター

相模湖まちづ

くりセンター 

藤 野まち

づくりセンター

H30 

届出・処理 136,889 82,687 15,030 15,202 14,753 4,214 5,003

証 明 180,773 98,763 17,553 19,220 28,282 7,493 9,462

合 計 317,662 181,450 32,583 34,422 43,035 11,707 14,465

 
R1 
 

届出・処理 146,470 88,356 17,023 14,489 16,940 4,811 4,851

証 明 168,456 91,108 17,196 17,622 27,250 6,366 8,914

合 計 314,926 179,464 34,219 32,111 44,190 11,177 13,765

対前
年度 
増減
比 

届出・処理 7.0％ 6.9％ 13.3％ △4.7％ 14.8％ 14.2％ △3.0％

証 明 △6.8％ △7.8％ △2.0％ △8.3％ △3.6％ △15.0％ △5.8％

合 計 △0.9％ △1.1％ 5.0％ △6.7％ 2.7％ △4.5％ △4.8％

※ 

※ 
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   令和元年度 各種相談の件数    （令和2年3月31日現在 単位：件） 

相談の種類 総   計 城  山 津 久 井 相 模 湖 藤  野 

市民相談 25 8 14 0 3 

法律相談 107 44 41 13 9 

行政相談 2 0 1 1 0 

人権相談 1 0 1 0 0 

合  計 135 52 57 14 12 

（２）まちづくり会議や自治会等団体の支援等 

  まちづくりセンター（橋本地区は地域振興課内）に、地域政策担当職員を配置し、各地区に設置されてい

るまちづくり会議等の支援を行うほか、各地区で把握した課題などについて、解決に向けた取り組みを進め

るため、本庁や区役所各課機関と調整を行う。 

 

（３）施設の概要 

センター名等 所在地 建築年月日 敷地面積(㎡) 延床面積(㎡) 

大沢まちづくりセンター 大島1776-5 H19.3.20 1,856.90 1,472.38 

城山総合事務所 

 

久保沢1-3-1（本館） S40.1.20 

4,406.05 

1,286.75 

（第１別館） R1.12.1※１ 3,821.86※５ 

（第２別館）  H8.3.12 1,616.62 

津久井総合事務所 中野633   （本館） S39.11.1 

2,812.07 

1,722.40 

（エレベーター棟） H19.3.29    45.96 

（別館） S57.10.1   565.53 

（別棟） S63.10.1   103.68 

串川出張所 青山1012 H3.3.25 1,587.80   174.10 

鳥屋出張所 鳥屋1064 S58.3.20 2,251.85   187.50 

青野原出張所 青野原1250-1 H24.3.26   327.87  145.74 

青根複合施設 ※4 

（青根出張所） 
青根1372-1 H30.3.23 

1,419.78 

（うち青根出張所 

238.13） 

  752.60 

（うち青根出張所

139.34） 

相模湖総合事務所 与瀬896 S57.11.30 4,880.42 2,911.34 

藤野総合事務所 小渕2000 S61.8.31 2,466.98 2,925.20 

※１ 改修年月日を記載 
※２ 串川、鳥屋出張所の面積には、それぞれ串川、鳥屋地域センター分を含む。 

     ※３ 青野原出張所の面積は、青野原小・中学校敷地の一部 
    ※４ 青根複合施設内に、青根出張所、青根公民館、津久井消防署(青根分署)分を含む。 

※５ 城山総合事務所周辺公共施設再編整備事業に伴う公民館からの所管替分を含む。 
 

 
（４）施設等の維持管理・維持補修 

   緑区合同庁舎及び大沢まちづくりセンターを除く各総合事務所及び各出張所の維持管理、維持補修を行っ

ている。 

※1 

※2 

※2 

※3 
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５ 地域センター 

（１）設置目的 

   市民の福祉の増進及びコミュニティ活動の推進を図るため。 

（２）施設の概要                              （令和2年3月31日現在） 

地域ｾﾝﾀｰ名 所在地 
設置
年月

敷地面積 
(㎡) 

構 造 
建築面積(㎡)

館内施設 
令和元年度
利用件数 
(件) 

令和元年度
延利用人数

(人) 延べ床面積(㎡)

三井 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区三井 
394-1 

S60.4 1,031.39 
鉄筋コンク 
リート造平 
屋建 

 312.59 和室(大)、(小)、
閲覧室 

 
110 

 

 
1,433 

  332.69 

小網 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区太井 
252-1 

H2.6  973.96 
鉄筋コンク 
リート造 
2階建 

 222.00 1階：集会室 
2階：会議室、和
室 

 
 876 

 
9,251 

 358.41 

津久井中央 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区三ケ 
木414 

H9.4

7,056.00 
（津久井 
生涯学習 
センター
を含む） 

鉄筋コンク 
リート造 
2階建 

1,094.99 
(津久井生涯 
学習センター
を含む) 

会議室、和室 
 

 417 
  

 
4,352 

 
   88.14 

串川 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区青山 
1012 

H3.4

1,587.80 

(串川出張 

所を含む) 

鉄筋コンク 
リート造一 
部鉄骨造 
2階建 

 594.89 
1階：多目的ホー 
ル、図書室 
2階：会議室、和 
室(大)、(小)、
調理室 

 693 9,291 

 992.98 

西青山 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区青山 
3184-1 

H13.5  894.74 
鉄筋コンク 
リート・木造
平屋建 

 284.30 
和室(1)、(2)、 
浴室2室、台所、 
フィットネスス 
ペース、展示ス 
ペース 

10 

3,055 
（うち浴室 
利用者数
2,948） 284.30 

串川ひがし 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区根小 
屋1619-1 

H8.4 3264.02 

鉄筋コンク 
リート造一 
部鉄骨造 
平屋建 

  732.22 集会室、会議 
室、視聴覚室、 
談話室、図書室 

744  7,509 

 597.97 

鳥屋 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区鳥屋 
1064 

S58.4 
2,251.85 
(鳥屋出張 
所を含む) 

鉄筋コンク 
リート造 
2階建 

 662.50 
1階：講堂、図書 
室 
2階：会議室(1)､ 
(2)､和室 

340  5,835 
 734.98 

青根 
地域ｾﾝﾀｰ 

緑区青根 
1926 

S61.4 

10,560.54 
（市立青 
根中学校
を含む） 

鉄筋コンク 
リート造 
3階建 

1,760.00 
(市立青根中 
学校を含む) 

1階：図書室 
2階：和室(1)、 
(2) 
3階：集会室 

14 137  

  332.00 

 合  計 3,204 

40,863 
（うち浴室
利用者数
2,948）

 

【区政策課…1】【地域振興課…2((4)アは相模湖まちづくりセンター)】 【区民課…3】 

【各まちづくりセンター…2(1)(2)(4(大沢を除く))、4((1)(4)は大沢を除く）】 

【津久井まちづくりセンター…5】 
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中 央 区 役 所 
 

１ 区政策 

（１）中央区基本計画の推進 【区政策課】 

中央区基本計画に掲げた区の目指す姿の実現に向けて、区民との協働による取組等を検討・実施するもの。 

（２）中央区区民会議 【区政策課】 
中央区区民会議は、区の課題やまちづくりの方向性について協議を行う場として設置した市長の附属機関

である。委員数は25人以内で、区内9地区のまちづくり会議から推薦された者、区内で公益的活動を行う団

体から推薦された者、区内の住民（公募により3人を選任）、学識経験のある者により構成され、任期は委嘱

の日から2年となっている。 

令和元年度は、新たな区の計画策定等について審議を行った。 

  令和元年度の開催状況                          （令和2年3月31日現在） 

回次 開催月日 
出席者
数 

傍聴者数 審  議  内  容 

第5期 
7 

令和元年 
 5月30日 

22人 1人 ・中央区基本計画素案について 

8  8月28日 22人 1人 ・中央区基本計画素案について 

9  9月19日 23人 1人 
・区民参加の取組（パネル展示）における意見聴取の概要 
・中央区基本計画答申案について 
・今後の区民会議について 

10 
令和2年 
1月28日 

19人 0人 ・中央区基本計画を進めるための取組について 

合  計 延86人 延3人  

（３）区版広報、ホームページ、インフォメーションコーナー 【区政策課】 

ア 区版広報紙の発行 

    区民意識や一体感の醸成を図るため、区に関係する行政情報や地域情報を掲載している。 
    広報紙は、新聞折込、新聞未購読世帯等へのポスティング及び市関係施設等への配架により配布している。 

        発行部数  68,822部 （令和元年度 月平均） 

  イ 区版ホームページの運営 

    区からのお知らせや区長レポート、イベント情報、人口などの基礎情報、まちづくり情報等を掲載し、

随時、最新情報に更新している。 
ウ 中央区インフォメーションコーナーの運営 
  モニターを活用し、区内のイベント情報やニュース等を紹介し、随時、最新情報に更新している。 

（４）市民相談【区政策課】 

   相談室の開設：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前9時～午後5時 
令和元年度 市民相談の件数（中央区）             （令和2年3月31日現在 単位：件） 

相 談 の 種 類 件 数 相 談 の 種 類 件 数 

市 民 相 談 1,680  新築・増改築・修理等の相談       10  

法 律 相 談  817  労 働 相 談  120  

行 政 相 談    1  社 会 保 険 労 務 士 相 談  23  

人 権 相 談  2  行 政 書 士 相 談  51  

税 務 相 談   96  不 動 産 相 談     47  

登 記 相 談   49  交 通 事 故 相 談   113  
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相 談 の 種 類 件 数 相 談 の 種 類 件 数 

外国人相談 

 

中 国 語    161  外国人相談 

（※）令和元年 

10月から開始 

タガログ語（※）    7  

スペイン語    73  ベトナム語（※）    2  

ポルトガル語     27  日 本 語     8  

英  語    7  合  計 3,294 

 
（５）まちづくりセンター等の維持管理 【区政策課】 

大野北まちづくりセンター、田名まちづくりセンター及び上溝まちづくりセンター並びに光が丘連絡所の

維持管理を行っている。 

（６）区選挙管理委員会 【区政策課】 

区の選挙管理委員会では、選挙人名簿の調製や投票、開票、選挙啓発などの選挙事務のほか、検察審査員

候補者予定者及び裁判員候補者予定者の選定などを行っている。 

   事業の詳細は「選挙」の項目を参照 

 

２ 地域振興 

（１）区の魅力づくり事業 【地域振興課】 

ア 目的 

中央区の魅力を再発見・創造し、区民をはじめ広く区内外に発信することで、区の一体感や区への愛着、

誇りの醸成を図り、中央区の活性化や個性の確立、さらには本市のシティセールスを推進する。 

イ 事業内容 

ドローンを活用した区の魅力PR動画の制作や区独自の情報発信手段（Instagram、Facebook、デジタルサ

イネージ）による情報発信を通じ、区の魅力のPRを行った。また、令和2年度に区制10周年を迎えるにあた

り、冠事業の募集や転入者配布用クリアファイルバッグの制作を行った。 

（２）中央区みらい協働プロジェクト【区政策課、地域振興課】 

ア 目的 

持続可能なコミュニティの形成の視点から、区民との協働により解決すべき地域課題について広く区民

が参画し、その課題解決や活性化に向けた具体的な取組を推進する。 

  イ 活動テーマ 
人口減少・少子高齢化の進展を背景に、区内の様々な地域の声や各種アンケート結果を踏まえ、「区への

愛着を高める」「地域活動の担い手を増やす」を活動テーマとした。 

ウ 実行組織 

自治会連合会、商店会、市民活動団体、学校、広報・メディア関係団体、その他地域活動団体など幅広

い主体から委員25名で構成する実行委員会を組織した。 

実行委員会には、活動テーマ毎に具体的に事業を実施する実行グループと戦略的な広報宣伝を行う広報

宣伝部を設置した。 

エ プロジェクトの取組テーマと令和元年度の実施状況 

会議は、役員会1回（書面表決）、実行委員会1回を開催した。 

（ア）「区への愛着を高める」グループ（メンバー：実行委員8名、会議等回数：6回） 

「中央区民がさくら色でつながる日」の周知・啓発を引き続き行うとともに、既存の各コンテンツを通

じて区の魅力を高める取組を行った。 

     中央区民がさくら色でつながる日：区民が地域への関心や愛着を持ち、「住んでみたい」「住み続けたい」

と思ってもらえるよう、「毎月3日」と「市民桜まつりの日」に設定。 
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    ａ さくら体操 

      中央区の魅力（桜、相模川、宇宙 等）を中央区の歌に乗せて振り付けで表現（監修：日本体操研 

究所）した体操の普及に向けた取組 

    （ａ）啓発ＤＶＤの貸出及び図解リーフレットの制作・配布 

    （ｂ）イベント等での周知啓発、体験講習会の実施 

    ｂ 中央区民がさくら色でつながるレシピ 
食を通じて中央区への愛着を感じてもらえるよう考案した「さくらいなり」と「さくら蒸しまんじ

ゅう」のレシピカードの配布 
（イ）「担い手を増やす」グループ（メンバー：実行委員13名、会議等回数：9回） 

地域活動に関心の薄い者や興味があっても参加に躊躇している者に対し、様々な地域活動について手

軽に知る機会を作り、また、活動の受け入れ側も含め、気軽に体験したり参加しやすい環境づくりを検

討した。 

地域の魅力を知るとともに、地域の人とつながることで、地域活動に関わるきっかけとなるスタンプ

ラリー「中央区ぶらさんぽ」を令和元年12月8日に小山地区及び清新地区を会場に実施した。 

紹介スポット数：9か所 参加者数：180人 協力者：60人 

（ウ）広報宣伝部（メンバー：実行委員8名、会議等回数：6回） 

中央区の様々な魅力やプロジェクトの取組の横断的な発信と、区のＰＲグループ“中央区さくら咲く

ボーイズ39”による、区内のイベント、コミュニティＦＭへの出演、中央区魅力ＰＲ動画やタウン紙を

活用し、区の様々な魅力をＰＲした。 

（３）地域活性化イベント 【地域振興課】 

 相模原市の観光を振興し、地域の活性化とシティセールスの推進を図るため、団体が実施する観光行事等

の事業に対して支援を行った。 
 大野北銀河まつり     補助額：1,027,000円 
 大野北地区のシンボルパークとも言える鹿沼公園で、第31回大野北銀河まつりが開催された。 
ダンスや歌などの発表を通じて誘客を図るとともに、地域住民や関係団体で構成した実行委員会によるイ

ベントの企画や準備の過程を通じて、人と人との繋がりを強め、地域コミュニティの醸成に寄与した。 
   開催日時 令和元年8月3日（土）午前11時～午後9時、4日（日）午前10時～午後8時 
（４）商店街振興 【地域振興課】 

利便性の高い魅力ある商店街づくりを支援するとともに、商店街の活性化のための取組の支援を行った。 

  ア 商店街環境整備事業補助            10,025,250円 

   （ア）共同駐車場整備維持事業                     1,224,250円（1団体） 

   （イ）自動車駐車場利用券共同購入事業           824,000円（2団体） 

   （ウ）街路灯維持管理事業【街路灯電気料】        7,676,000円（18団体） 

   （エ）    〃    【街路灯修繕】          126,000円（1団体） 

   （オ）街路灯撤去費補助金              175,000円（2団体） 

  イ 商店街にぎわいづくり支援事業補助   969,000円 

   （ア）情 報 発 信 事 業                           115,000円（2団体） 

   （イ）ステップアップ事業                        114,000円（1団体） 

   （ウ）イ ベ ン ト 事 業                           740,000円（7団体） 

  ウ アドバイザー派遣                    270,000円 

（ア）アドバイザー派遣事業                        270,000円（3団体） 
（５）観光行事 

ア 相模原納涼花火大会 
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昭和26年に「水郷田名」の復興を願って灯籠流しとともに花火が打ち上げられたのが始まりで、相模川

高田橋上流の河畔で開催されている。スターマインなど約8,000 発が夏の夜空を華麗に彩る。 

イ 上溝夏祭り 

上溝に江戸末期から伝わる伝統あるまつりで、7月下旬の土・日曜日に開催されている。上溝商店街通り

を中心に、御輿17基、山車8台が繰り出す勇壮なまつりである。（昭和57年「かながわのまつり50 選」に選

定） 

ウ 泳げ鯉のぼり相模川 

昭和63年に子どもたちのたくましく立派な成長を願い始められたまつりである。人と人の出会いとふれ 

あいの場の提供と子どもたちに夢や思い出を与えるものとして、4月29日から5月5日のゴールデンウィーク

期間中に開催されている。相模川の清流と新緑の中、相模川に4 本のワイヤーを渡し約1,000 匹の鯉のぼ

りが群泳する姿は壮観である。（令和元年度をもって終了） 

（６）安全で安心なまちづくり 【地域振興課】 

ア 中央区安全・安心まちづくり推進協議会 

    区民、地域団体、行政との協働により、地域における犯罪や交通事故の防止等に取り組み、安全で安心

な中央区の実現を目指し、平成30年4月に設立した。 

    構成員 26団体（自治会関係9団体、交通安全関係4団体、防犯関係4団体、教育関係3団体、福祉関係2

団体、事業者関係2団体、行政関係2団体） 

イ 交通安全思想及び防犯思想の普及啓発 

    項目ごとの具体的な活動状況 

項  目 具 体 的 な 活 動 

安全・安心まちづくり啓発活動 

・交通安全・防犯に関する各季のキャンペーンの実施 

・安全・安心パトロールの実施 

・相模原駅前地区環境浄化パトロールの実施 

・児童・生徒を対象とした安全・安心まちづくりに関する意識啓発 

・安全・安心まちづくりに向けた取組、施策等の情報提供 

・振り込め詐欺に関する意識啓発 

・住環境を地域で見守る意識啓発 

・中央区自転車マナーアップデーの実施 

・「相模原市安全に安心して自転車を利用しようよ条例」の周知、啓発

・啓発看板・電柱幕・指導旗・横断旗の配布 

・「安全・安心メール」、「ひばり放送」による情報の発信 

安全・安心まちづくりに関する 

地域活動支援 

・安全・安心まちづくり推進協議会各支部への助成 

・地区交通安全母の会等への助成 

・「こども110番の家」活動の支援 

（ア）令和元年度交通・防犯啓発看板等配布状況（令和2年3月31日現在） 

配布団体数  13団体 

配布枚数   29枚 

  （イ）令和元年度指導旗・横断旗配布状況（令和2年3月31日現在） 

     配布団体数  16団体 

     配布枚数   189枚 

  ウ 交通安全及び防犯に係る関係団体との連絡調整 

  （ア）令和元年度交通要望件数・要望内容（令和2年3月31日現在） 

  件数：93件 
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     主な要望内容：信号機の設置・種類変更、横断歩道の設置など公安委員会に関する要望の他、啓発看

板の設置、カーブミラー等の安全対策に関する要望 

  （イ）令和元年度防犯要望件数・要望内容（令和2年3月31日現在） 

     件数：31件 

     主な要望内容：防犯灯（不点灯、破損、設置）に関する要望 

エ 防犯灯の設置・維持管理 

令和元年度 市管理防犯灯の新設・再設・移設・撤去の状況〔中央区〕 

区分 
令和元年度設置（撤去）灯数 灯数 

増減 
A-D 

R2.3.31 

灯数 新設 
A 

再設 
B 

移設 
C 

撤去 
D 計 

 灯数（灯） 106 0 3 3 112 103 16,745 

  令和元年度 自治会管理防犯灯の再設・移設・撤去及び維持管理費補助金の状況〔中央区〕 

区分 
令和元年度設置（撤去）灯数 R2.3.31 

灯数 新設 再設 移設 撤去 計 

灯数（灯） 0 0 0 8 8 746 

設置費補助金（円） 0 維持管理費補助金（円） 5,871,304 

オ 空家等対策 

    居住者不在のまま、建物が長期間放置され、老朽化やごみの投棄などで問題となっている空家等につい

て、その所有者等に適切な管理を行うよう依頼するとともに、民間が発行する空家情報紙を活用し、市の

空家等に関する相談窓口等について情報提供を行った（令和元年度新規受付件数：45件）。 

カ 路上喫煙の防止対策 

「相模原市路上喫煙の防止に関する条例」の周知及び路上喫煙防止を図るため、区内鉄道駅(2 駅)におい

て啓発キャンペーンを実施した。 

キ 落書き行為の防止対策 

（ア）落書き防止の啓発 

落書き行為の防止と防犯意識の高揚を図るため、ラジオ放送、地域情報紙において啓発を行った。 

（イ）消去用具等の貸出し 

   落書きの消去作業等に必要な用具を貸出した（令和元年度実績：1件）。 
（７）地域防災 【地域振興課】 

区内の災害に備え、区の防災体制を整えるとともに、訓練を実施している。 
   相模原市地域防災計画により、災害発生時には中央区本部が設置される。 

  ア 中央区役所各所属の主な所掌事務 

区 政 策 課 所管施設の災害状況調査及び初期問い合わせ窓口に関すること。 
地域振興課（本庁地域 
まちづくりセンターを 
含む。） 

区本部事務局の運営及び避難所に関すること。 
現地対策班、交通、防犯対策に関すること。 
災害情報の収集及び伝達に関すること。 

区  民  課 り災証明に関すること。 
まちづくりセンター 現地対策班の運営並びに災害情報の収集及び伝達に関すること。 

イ 災害対応状況 

災害状況等に応じて相模原市地域防災計画に基づく体制を配備し、各種災害対応を行った。 
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令和元年度の災害対応状況〔中央区本部〕 

発生日 災害内容 最大配備体制 最大配備職員数

令和元年5月21日（火） 風水害 風水害情報連絡体制（レベル0） 4名 

令和元年8月15日（木） 風水害 風水害情報連絡体制（レベル0） 2名 

令和元年8月19日（月） 風水害 風水害情報連絡体制（レベル0） 2名 

令和元年9月8日（日） 風水害（房総半島台風） 風水害初動体制（レベル1） 53名 

令和元年10月11日（金） 風水害（東日本台風） 災害対策本部体制（レベル3） 138名 

ウ 防災訓練等 

区役所職員等を対象として訓練及び研修を実施した。 

（ア）職員非常参集訓練 

   実施日時：平成31年4月25日(木)午前6時30分～午前8時30分 

内  容：参集時の役割、参集場所等の確認など、参集発令に基づき迅速な初動対応を図る訓練 

（イ）中央区役所職員伝達訓練 

実施日時：平成31年4月12日(金)午後5時30分～午後5時55分 

内  容：区本部緊急連絡網及び各所属が定める緊急連絡網に基づく電話による伝達訓練 

（ウ）現地対策班担当職員研修 

実施時期：令和元年5月 

内  容：現地対策班担当職員を対象にした現地対策班の開設・運営及び防災無線等通信機器の操作

に係る研修 

（エ）無線通信等訓練 

実施時期：令和元年6月～令和2年3月（毎月1回実施） 

内  容：区本部職員及び現地対策班担当職員を対象に、災害用通信機器（デジタル地域防災無線、

デジタル簡易無線及びＰＨＳ等）の操作の習熟の向上を図る訓練 

（オ）市総合防災訓練中央区地域会場訓練（清新地区） 

実施日時：令和元年9月29日(日)午前9時00分～午後0時30分 
   内  容：初期消火訓練、オートバイ隊情報収集活動訓練、情報伝達訓練、炊き出し訓練等 

（カ）中央区役所初動対応訓練 

a 地区・区役所情報伝達連携訓練 

実施日時：令和元年11月17日（日）午前9時30分～午前11時30分 

内  容：光が丘地区と中央区の防災組織が合同で防災訓練を行うことにより、災害発生時の各  

組織の行うべき役割を確認し、各組織の連携強化を図る訓練 
b 中央区本部運営訓練 

実施日時：令和元年11月29日（金）午前9時30分～午前11時30分 

内  容：令和元年東日本台風の際の現地対策班や避難場所の運営について、避難所担当職員、現

地対策班担当職員と意見交換等を行い、課題を抽出した。 
エ 避難所  

    自主防災組織、学校及び避難所担当職員で構成する避難所運営協議会の運営支援、担当職員の研修及び

運営に要する事務用品の整備を行っている。 
（ア）避難所数：31箇所（避難先指定自治会がない避難所1箇所（田名中学校）を含む） 

（イ）避難所運営協議会設置：30箇所（上記田名中学校避難所を除く） 

（ウ）訓練実施状況（合同訓練含む）R1：26箇所（H30：25箇所） 

（エ）避難所担当職員研修 

実施時期：令和元年6月4日（火）～6日（木） 

内  容：避難所担当職員を対象にした避難所運営及び防災無線等通信機器の操作に係る研修 
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（８）自治会活動の円滑な運営と住民自治の推進 【本庁地域まちづくりセンター】 
自治会等集会所の建設補助及び融資等 
自治会活動の円滑な運営と住民自治の推進を目的として、自治会等集会所の建設補助及び融資等を通して 

その活動の拠点となる自治会等集会所の保有を促進している。 
具体的には、自治会等集会所の用地取得費及び建設費等の一部を助成し、また、自治会等集会所の用地又

は建物として専用使用するための賃借料の一部を助成する制度を設けている。なお、自治会が、市が指定し

た金融機関から自治会等集会所の用地取得、建設等に必要な資金の融資を受けられる制度も設けている。 
    自治会の集会所等の保有状況〔中央区〕      （令和2年3月31日現在） 

自治会数 
所 有 借 用 

合 計 保有率 
単 独 共 有 単 独 共 有 

193 94 2 23 30 149 77.2％ 

ア 令和元年度の建設費等補助の状況 

（ア）自治会法人若葉自治会集会所建設等助成事業（修繕）     2,500,000円 

（イ）すすきの自治会集会所建設等助成事業（修繕）        2,500,000円 

イ 令和元年度の賃借料補助の状況 

なし 

ウ 令和元年度の融資制度の利用状況 

なし 

（９）まちづくり会議 【本庁地域まちづくりセンター、大野北・田名・上溝まちづくりセンター】 

まちづくり会議は、地域のまちづくりの課題を自主的に話し合い、課題解決に向けた活動に構成団体など  

が協働して取り組むために、本市のまちづくりを進めてきた22の地区（うち区内9地区）ごとに一つの会議

が設置されている。 

   まちづくり会議は、自治会や地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、公民館など、各地域で 
  活動している団体等の代表を中心に構成されている。 
   令和元年度は、区内9地区全体で、委員総数211人、延べ開催回数56回、延べ出席者数1,050人となって

いる。 

 令和元年度の開催状況                       （令和2年3月31日現在） 

地区名 
開催 
回数 

主 な 議 事 内 容 

小 山 5 小山地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 

清 新 9 清新地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 

横 山 8 横山地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 

中 央 7 中央地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 

星が丘 6 星が丘地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 

光が丘 6 光が丘地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 
大野北 5 大野北地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 
田 名 5 田名地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 
上 溝 5 上溝地区の地域課題についての情報交換や課題解決に向けた方向性の検討など 

   ※「地域活性化事業交付金」「地区まちづくりを考える懇談会の議題検討」は共通議事 
（10）地域活性化事業交付金 【本庁地域まちづくりセンター、大野北・田名・上溝まちづくりセンター】 

より多くの市民の参加と協働による地域の活性化を目指し、本市のまちづくりを進めてきた22の地区で  

展開される市民による自主的な事業に対して交付される交付金 
交付金の対象事業は、市内22地区を単位に実施される各地区の活性化に資すると認められる事業 
中央区内9地区の交付金交付状況（令和2年3月31日現在） 
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件数 32件   金額 12,920,000円 

 

３ 各まちづくりセンター 

（１）まちづくり会議や自治会等団体の支援等【本庁地域まちづくりセンター、大野北・田名・上溝まちづくり

センター】 

   まちづくりセンター（本庁6地区（小山・清新・横山・中央・星が丘・光が丘）は地域振興課本庁地域まち

づくりセンター内、大野北地区、田名地区、上溝地区）に、地域政策担当職員等を配置し、自治会や地区社

会福祉協議会等の活動支援を行うほか、各地区で抱えている課題や問題などについて、解決や対策に向けた

取組を進めている。 

（２）施設の概要【区政策課】 

センター名 住 所 建築年月日 敷地面積(㎡) 延床面積(㎡) 

大野北 中央区鹿沼台1-10-20 S53.3.24    3,227.33 1,730.42 

田 名 中央区田名4834 H20.3.14  ※ 2,693.42 1,577.41 

上 溝 中央区上溝7-7-17 H3.11.6    1,866.29 2,957.09 

※改修年月日を記載 
 
４ 届出処理、証明書交付【区民課、大野北・田名・上溝まちづくりセンター】 
（１）各種届出の処理 

住民異動届、印鑑登録申請、戸籍届出、通知カード・マイナンバーカードに係る届出の処理を行った。ま

た、まちづくりセンターでは、国民健康保険、国民年金などの各種届出の受付、市税の収納等の処理も行っ

た。 

（２）各種証明書の交付 

住民基本台帳に係る証明書、印鑑登録証明書、戸籍に係る証明書、市税に関する証明書等の交付を行った

（※は、まちづくりセンター、連絡所での扱い）。 

（３）届出処理、証明書交付件数の比較 

年度 種 別 中央区計 区民課 大野北 田 名 上 溝 

H30 

届出・処理 198,586 115,086 43,201 18,551 21,748 

証 明 388,442 301,969 42,392 22,567 21,514 

合 計 587,028 417,055 85,593 41,118 43,262 

Ｒ1 

届出・処理 201,550 123,275 39,902 17,550 20,823 

証 明 376,603 295,342 37,743 21,914 21,604 

合 計 578,153 418,617 77,645 39,464 42,427 

増減率(％) 

届出・処理 101.49％ 107.12％ 92.36％ 94.60％ 95.75％ 

証 明 96.95％ 97.81％ 89.03％ 97.11％ 100.42％ 

合 計 98.49％ 100.37％ 90.71％ 95.98％ 98.07％ 

相模原駅連絡所、光が丘連絡所は区民課に含む。 

【区政策課…1(1) (2) (3) (4) (5) (6)、3(2）】 

【区政策課・地域振興課2(2）】 

【地域振興課…2(1) (3) (4) (5) (6)（7）】 

【本庁地域まちづくりセンター…2(8)】 

【本庁地域まちづくりセンター、大野北・田名・上溝まちづくりセンター…2(9) (10)、3(1)】 

【区民課、大野北・田名・上溝まちづくりセンター…4】 

※ 
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南 区 役 所 
 

１ 区政策 

（１）区ビジョンの推進 

   南区区民会議での議論を踏まえ、区ビジョンに掲げた取組み等の推進方策について、協働の視点から検

討・実施するものである。 

令和元年度の主な取組内容 

  ア 「世代間交流促進のための仕組みづくり」をテーマにした無作為抽出型区民討議会の開催 

イ 高校生の地域活動に対する意識を把握するため、「高校生がまちづくりに参画するための課題調査」の 

実施 

ウ 区制施行10周年を祝うための「南区誕生10周年ロゴマーク」のデザイン制作及びPRグッズの頒布 

（２）南区区民会議 

   南区区民会議は、区の課題やまちづくりの方向性について協議を行う場として設置した市長の附属機関で 

ある。委員数は25人以内で、区内のまちづくり会議から推薦された者、区内の公益的活動を行う団体から 

推薦された者、公募により選ばれた区内の住民、学識経験者などにより構成され、任期は委嘱の日から2年 

となっている。 

令和元年度の開催状況                          (令和2年3月31日現在) 

回次 開催月日 出席者数 傍聴者数 審議内容等 

第5期 

  6 
5月31日 20 1 

・南区基本計画の素案について 

・南区の目指す姿（南区基本計画）について 

・令和元年度区ビジョン推進事業（案）について 

7 8月27日 18 0 

・南区基本計画の素案について 

・第5期南区区民会議のテーマと取組（案）について 

・無作為抽出型区民討議会について 

8 11月15日 17 0 

・（仮称）南区流ファシリテートスキルの検討について 

・高校生がまちづくりに参画するための課題調査について 

・無作為抽出型区民討議会について 

・地域活動スポット参加の仕組みづくりについて 

9 1月28日 19 0 

・無作為抽出型区民討議会の結果について 

・地域活動スポット参加の仕組みづくりについて 

・第6回More輝区～南区アイディアコンペ～について 

合計 延べ74人 延べ1人  

(３)区版広報、ホームページ 

  ア 区版広報紙の発行 

    区民意識や一体感の醸成を図るため、区内に関係する行政情報や地域情報を掲載している。広報紙は、 

新聞折込、新聞未購読世帯等へのポスティング及び市関係施設等への配架により配布している。 

    発行部数  83,323部 (令和元年度 月平均) 

イ 区版ホームページの運営 

    区からのお知らせや区長談話室、イベント情報、人口などの基礎情報、まちづくり情報等を掲載し、 

   随時、最新情報に更新している。 
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(４)市民相談 

  相談室の開設：月～金曜日(祝日、年末年始を除く)午前9時～正午、午後1時～午後4時 

令和元年度 市民相談の件数(南区)          (令和2年3月31日現在 単位：件) 

相 談 の 種 類 件 数 相 談 の 種 類 件 数 

市 民 相 談 948 人 権 相 談 4 

法 律 相 談 654 新築・増改築修理等の相談 11 

予約法律相談 64 社会保険労務士相談 21 

税 務 相 談 50 行政書士相談 16 

登 記 相 談 43 不 動 産 相 談 28 

行 政 相 談 0 交通事故相談 26 

合 計 1,865 

(５)行政資料コーナーの運営 

行政資料コーナーは市民向けの資料室として、公文書の公開請求及び個人情報の開示等の請求の受付をはじ 

め、市政に関する情報の提供、相談、案内を行っている。また、市、国、県等の行政資料を配架し、閲覧に供し 

ているほか、市の有償刊行物の販売も行っている。 

令和元年度(令和2年3月31日現在 単位：件) 

利 用 内 容 件 数 利 用 内 容 件 数 

公文書公開請求 9 資産公開閲覧 0 

保有個人情報開示請求 11 コーナー利用者 1,861 

（６）施設等の維持管理・維持補修 

   南区合同庁舎及び南区各まちづくりセンター、上鶴間・大野台・大沼・相模大野駅連絡所の維持管理、維 
持補修を行っている。 
ア 施設の概要 

施設の名称 住所 建築年月日 敷地面積(㎡) 延床面積(㎡) 
南区合同庁舎 南区相模大野5-31-1 Ｓ58.8.27 8,364.48 7,483.88 

（７）区選挙管理委員会 

区の選挙管理委員会では、選挙人名簿の調製や投票、開票、選挙啓発などの選挙事務のほか、検察審査員・

裁判員候補者予定者の選出などを行っている。事業の詳細は｢選挙｣の項目を参照 

 

２ 地域振興 

（１）区の魅力づくり事業 

区民としての一体感を育み、区への愛着や誇りなどの意識の醸成を図るとともに、区民相互の交流を支

援・促進するため、区の魅力づくり事業を実施している。 
   令和元年度の主な取組 

事業名 開催日 場所 参加者数等 

J3 SC相模原ホームゲーム 

｢相模原市民デー」南区ブース

出展企画 

令和元年6月15日（土） 相模原ギオンスタジアム 来場者数1,609人 

南区少年野球大会 

(相模原市南区長杯争奪・兼 

相模原市南部少年野球大会) 

秋季大会:令和元年9月21日

(土)～11月3日(日) 

春季大会:中止(新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響)

区内スポーツ広場、小中

学校グラウンド等 

秋季大会：33チーム 

登録選手数：574人 

 

春季大会:中止 

―  353   ――  352   ―



354 

事業名 開催日 場所 参加者数等 

南区パフォーマンスステージ 令和元年10月19日(土) 
ボーノ広場 

（bono相模大野） 
参加組数14組 

芝ざくらラインの草刈り・ 

苗植えをしよう！ 
令和元年10月5日(土) 

芝ざくらライン 

（相模川新磯河川敷） 
参加者数約100人 

南区ラグビーフェスティバル

第1部 ラグビートークセッシ

ョン 

第2部 南区親子ラグビー教室 

第1部：令和元年10月5日(土)

第2部：令和元年11月23日

(土) 

第1部：小田急ホテルセン

チュリー相模大野 

第2部：相模原ギオンスポ

ーツスクエア 

第1部：観覧者数 

約1,000人 

第2部：参加者数20人 

｢南区私のイチ押し写真」写真

展及びインスタグラム写真展

の開催 

写真展：令和元年12月14日

(土)～23日(月) 

インスタグラム写真展：令和

元年12月9日(月)～ 

令和2年1月31日(金) 

相模大野ギャラリー 

（市民ロビー相模大野 

２階） 

応募者数57人 

84作品 

｢南区ガイドマップ」の発行 

子育て世代をメインターゲットに、家族で出かけられるよう南区の自然、文化、歴

史、イベント、バス路線図などが掲載されているガイドマップを最新の情報に修正

した。発行部数は12,000部。 

｢南区インフォメーション

BOX」の企画・運営 

bono相模大野の一角にあり、映像や展示等により、南区の魅力や情報を発信。令和

元年度は、区の概要やイベント紹介のほか、女子美術大学の学生による企画展等、

計7回の展示入れ替えを実施。  

その他 南区オリジナルメモリアルカード(改元記念)、南区オリジナルグッズの作製 

（２）自治会活動の円滑な運営と住民自治の推進 

自治会等集会所の建設補助及び融資等 

自治会活動の円滑な運営と住民自治の推進を目的として、その活動の拠点となる自治会等集会所の保有を促

進しており、用地取得費や建設費及び賃借料の一部の助成のほか、資金の融資が受けられる制度を設けている。 
自治会の集会所等の保有状況             (令和2年3月31日現在) 

自治会数 
所 有 借 用 

合 計 保有率 
単 独 共 有 単 独 共 有 

194 65 58 28 12 163 84.0% 

ア 令和元年度の建設費等補助の状況 

（ア）自治会法人御園二丁目自治会集会所建設等助成事業（用地取得）15,731,000円 

（３）安全で安心なまちづくり 

 平成29年度から、区役所機能強化の一環で路上喫煙防止、空家対策、落書き防止等も対応している。 

また、平成30年度には南区安全・安心まちづくり推進協議会が設立され、区も構成団体となっている。 

ア 交通安全思想及び防犯思想の普及啓発  

項目ごとの具体的な活動状況 

    項  目 具 体 的 な 活 動 

安全・安心まちづくり 

啓 発 活 動 内 容 

・安全・安心まちづくりに関する各種キャンペーンの実施 

・安全・安心パトロールの実施 

・相模原南交通安全協会と共催による下校時パトロールの実施 

・安全・安心まちづくりに向けた取組、施策等の情報提供 

・区内高校での自転車マナーアップキャンペーンの実施 

・「南区自転車対策学校連絡会」、「南区学生自転車会議」の運営 
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安全・安心まちづくりに関

す る 地 域 活 動 支 援 

・さがみはら安全安心ステーションの活用 

・安全・安心まちづくり推進協議会各支部への助成 

・各地区交通安全母の会への助成 

・南区学生自転車会議の活動支援 

・こども110番の家の活動支援 

令和元年度の交通・防犯啓発看板等の配布状況：配布団体・枚数 24団体、43枚 

イ 交通安全及び防犯に係る関係団体との連絡調整 

令和元年度交通・防犯要望件数：22件 

主な要望内容：交通規制標識、横断歩道及び信号機の設置、横断歩道の道路標示の補修など公安委員会 

に関する要望 

ウ 防犯灯の設置・維持管理 
令和元年度 市管理防犯灯の新設・再設・移設・撤去の状況（南区） 

区分 

令和元年度設置（撤去）灯数 灯数 

増減 

A-D 

R2.3.31 

灯数 
新設 

A 

再設 

B 

移設 

C 

撤去 

D 
計 

 灯数（灯） 121 0 0 0 121 121 17,055 

   
令和元年度 自治会管理防犯灯の再設・移設・撤去及び維持管理費補助金の状況〔南区〕 

区分 

令和元年度設置（撤去）灯数 
R2.3.31 

補助灯数 
新設 

A 

再設 

B 

移設 

C 

撤去 

D 
計 

灯数（灯） 0 0 0 14 14 548 

設置費補助金（円） 252,000 維持管理費補助金（円） 4,953,064 

※新設については、平成28年度より原則として市管理防犯灯による対応となった。 
エ 路上喫煙防止に係る周知・啓発 
  実施日時：令和元年10月24日(木) 小田急相模原駅周辺 

       令和元年11月 1日(金) 相模大野駅周辺 

       令和元年11月11日(月) 古淵駅周辺 

       令和元年11月21日(木) 東林間駅周辺 

内  容：路上喫煙禁止地区及び路上喫煙重点禁止地区における啓発キャンペーンの実施 

オ 空家等に係る相談等 

適切な管理がされていない空家等の相談を受け、現地調査及び所有者への情報提供を行った。 

令和元年度現地調査件数 45件、情報提供件数 31件、主訴解決件数 4件 

（４）商店街振興 

区内商店街の利便性の高い魅力ある商店街づくりを支援するとともに、商店街の活性化のための取組の支

援を行った。 

ア 商店街環境整備事業補助        4,814,000円 

（ア）施設整備事業（防犯カメラ設置）       0円 

   （イ）自動車駐車場利用券共同購入事業    207,000円（3団体） 

   （ウ）街路灯維持管理事業【街路灯電気料】 3,793,000円（13団体） 

   （エ）    〃    【街路灯修繕】   294,000円（1団体） 

   （オ）    〃    【街路灯撤去】   520,000円（2団体） 

  イ 商店街にぎわいづくり支援事業補助  2,655,000円 
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   （ア）情報発信事業             195,000円（2団体） 

   （イ）イベント事業            2,460,000円（15団体） 

  ウ アドバイザー派遣           540,000円 

（ア）アドバイザー派遣事業         540,000円（3団体） 

（５）観光施設 

ア 相模の大凧センター 

江戸時代からの歴史を誇る相模の大凧揚げ文化の保存･継承と郷土意識の醸成、凧づくりなどを通して世 

代間交流ができる施設として、平成15年4月20日に開館。「新磯こどもセンター」と高齢者の健康増進活動

などを支援する｢新磯ふれあいセンター｣との複合施設（愛称：れんげの里あらいそ）である。 

施設内容：展示ホール、工作室、ギャラリー 

休 館 日：年末年始（12月29日から翌年1月3日まで）ほか 

年度別利用状況                   (令和2年3月31日現在 単位：人) 

区 分 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

見学者数(大凧センター) 5,823 8,595 7,178 

工作室の利用者数 4,439 3,586 3,083 

イ 風と花の観光休憩所あらいそ 

    相模川に多くの観光客が安心して訪れることができる観光環境の向上を図る目的で、平成23年度の公衆 

トイレ、駐車場、休憩スペース設置に引き続き、平成24年度は倉庫兼作業所を設置した。 

開場時間：3月から10月は午前7時から午後7時まで、11月から2月は午前7時から午後6時まで 

休 所 日：なし 

施設内容：駐車場7台（内大型観光バス2台）、公衆トイレ、休憩スペース、倉庫兼作業所 

（６）観光行事 

相模の大凧まつり 

5月4、5日に新磯地区で行われる江戸時代から続く伝統行事で、最大で一辺の長さ8間（約14.5m）もある

「相模の大凧」が春風に乗り大空に舞い上がる壮観さは、まさに日本一である。 

   開催日 令和元年5月4日(土)・5日(日)、来場者数 延べ160,000人 

（７）地域活性化イベント 

  ア 相模川芝ざくらまつり 

平成16年に始められたまつりで、新磯地区の相模川河川敷を会場に4月上旬から中旬にかけて開催される。

この芝ざくらは、「新戸相模川芝ざくら保存会」・「相模川芝ざくら下磯部愛好会」が中心になり植栽したも

ので、約1.4㎞にわたる植栽延長は日本一の規模である。 

    開催日 平成31年4月1日(月)～21日(日) 21日間、来場者数 延べ100,000人 

イ 東林間サマーわぁ！ニバル 

    平成4年に地域の振興と交流を目的に始められた阿波踊りを中心としたまつりである。地元東林間の阿波

踊り連はもとより、本場徳島や高円寺などからも参加があるほか、来場者も「にわか連」に参加できる。 

    開催日 令和元年8月3日(土)・4日(日)、来場者数 延べ140,000人 

  ウ 相模原よさこいＲＡＮＢＵ！ 

    平成11年に始められたエネルギッシュなダンスイベントである。よさこい踊りの伝統と個性的な創作ダ

ンスの新鋭さが織り成すまつりで、古淵駅前通り周辺はリズミカルな音楽と表現豊かなチームダンスの熱

気であふれる。 

    開催日 令和元年9月15日(日) 来場者数 75,000人 
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（８）地域防災 

 区内の災害に備え、区の防災体制を整えるとともに、訓練を実施している。 
   相模原市地域防災計画により、災害発生時には南区本部が設置される。 

ア 南区役所各所属の主な所掌事務 

区 政 策 課 
現地対策班との連絡調整に関すること。 

所管施設の災害状況調査並びに初期問い合わせ窓口に関すること。 

地域振興課 
区本部の設置・運営に関すること。 

避難所・一時滞在施設の運営に関すること。 

区 民 課 り災証明に関すること。 

まちづくりセンター 現地対策班の運営並びに災害情報の収集及び伝達に関すること。 

イ 防災訓練(11回) 

    区役所職員を対象として訓練を実施した。 

（ア）特命担当員等伝達訓練 

実施日時：令和元年9月19日(木)午後6時00分～ 

内  容：特命担当員等を対象に担当職員相互の緊急連絡体制を検証する訓練 

（イ）帰宅困難者対応訓練 

実施日時：中止（実施予定日 令和元年10月29日(火)午後1時00分～） 

内  容：災害時における駅前滞留者や帰宅困難者の発生を想定し、駅前滞留者の誘導体制や一時滞

在施設の開設・運営、区本部との情報収集・伝達方法の確認を図る訓練 

中止理由：令和元年東日本台風の被害等の影響により中止とした。 

（ウ）非常用発電設備給油訓練 

   実施日時：令和2年3月6日(金)午後4時00分～ 

   内  容：区本部職員を対象に、非常用発電設備への給油操作手順の確認を図る訓練 

（エ）デジタル地域防災無線等通信訓練(9回) 

実施日時：令和元年 6月25日(火)午前10時30分～  令和元年 7月25日(木)午前10時30分～ 

令和元年 8月22日(木)午前10時30分～  令和元年 9月26日(木)午前10時30分～ 

令和元年10月24日(木)午前9時～     令和元年11月26日(火)午前9時～ 

令和元年12月24日(火)午前9時～     令和2年  1月23日(木)午前9時～ 

令和2年2月20日(木)午前9時～ 

内  容：南区本部及び現地対策班を対象に、デジタル地域防災無線、衛星携帯電話、簡易業務無

線、災害情報共有システムの操作方法の習熟を目的とする通信訓練 

ウ 避難所 

    自主防災組織、学校及び避難所担当職員で構成する避難所運営協議会の運営支援及び運営に関する事務

用品の整備を行っている。 

（ア）避難所数：36箇所 

（イ）避難所運営協議会設置：36箇所(設置状況100％) 

（ウ）訓練実施状況(合同訓練含む)：平成29年度 33箇所、平成30年度 26箇所、平成31年度 26箇所 

（エ）避難所担当職員研修 

実施日：令和元年6月4日(火)、5日（水）、6日（木）  

内 容：避難所担当職員を対象に避難所運営についての説明、災害情報共有システム、デジタル地域

防災無線機、簡易業務無線機の操作訓練 

（オ）避難所担当職員実技研修 
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実施日：令和元年7月25日(木)、7月26日（金)  

内 容：避難所担当職員を対象に、資機材として避難所倉庫に備蓄する仮設トイレ、自家用発電機、

投光機、特設公衆電話の取扱い方法についての研修 

（９）まちづくり会議 

まちづくり会議は、地域のまちづくりの課題を自主的に話し合い、課題解決に向けた活動に構成団体など

が協働して取り組むために、本市のまちづくりを進めてきた22の地域ごとに一つの会議が設置されている。

まちづくり会議は、自治会や地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議会、公民館など、各地域で活

動している団体等の代表を中心に構成されている。 

令和元年度は、区内7地区全体で、委員総数183人、延べ開催回数41回、延べ出席者数825人となっている。 

 

令和元年度の開催状況                           (令和2年3月31日現在) 

地 区 名 
開催 

回数 
主 な 議 事 内 容 

大野中 5 地域の防犯について（グループ討議）ほか 

大野南 7 大野南地区の地域課題について ほか 

麻 溝 5 地域課題の解決に向けた検討について ほか 

新 磯 8 地域課題の解決に向けた検討について ほか 

相模台 6 地域課題の解決に向けた検討について ほか 

相武台 5 地域課題の解決に向けた検討について ほか 

東 林 5 地域課題の解決に向けた検討について ほか 

※｢地域活性化事業交付金｣｢地区まちづくりを考える懇談会｣は共通議事 

（１０）地域活性化事業交付金 
より多くの市民の参加と協働による地域の活性化をめざし、本市のまちづくりを進めてきた22の地区で展

開される市民による自主的な事業に対して交付される交付金。 

交付金の対象事業は、市内22地区を単位に実施される各地区の活性化に資すると認められる事業。 

交付状況(令和2年3月31日現在) 

   交付件数 31件、交付金額 10,948,000円(交付確定額) 

 

３ 届出処理、証明書交付（大野南まちづくりセンターを除く） 

各種届出の処理、証明書の交付等 

（１）各種届出の処理 

住民異動、印鑑登録申請、戸籍届出、通知カード・マイナンバーカードに係る届出、国民健康保険、国民

年金などの各種届出の申請処理、市税の納付等の処理を行う（※は、まちづくりセンターでの扱い）。 
（２）各種証明書の交付 

住民基本台帳に係る証明書、印鑑登録証明書、戸籍に係る証明書等の交付、市税等に関する証明書の交付

等を行う（※は、まちづくりセンター及び連絡所での扱い）。 
 
 
 
 
 

※ 

※ 
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届出処理、証明書の交付件数の比較                     (令和2年3月31日現在) 

年 度 種 別 南区 計 区民課 
まちづくり

センター 計
大野中 麻 溝 新 磯 相模台 相武台 東 林

H30 

届出・処理 258,097 127,367 130,730 32,898 12,214 13,974 32,481 15,096 24,067

証 明 272,894 143,989 128,905 29,085 15,997 11,627 29,222 15,802 27,172

合 計 530,991 271,356 259,635 61,983 28,211 25,601 61,703 30,898 51,239

R 1 

届出・処理 274,897 140,304 134,593 32,945 12,496 13,240 33,716 17,381 24,815

証 明 253,648 134,711 118,937 25,870 16,273 10,573 25,685 15,222 25,314

合 計 528,545 275,015 253,530 58,815 28,769 23,813 59,401 32,603 50,129

対前年度 

増減率

(％) 

届出・処理 6.5 10.2 3.0 0.1 2.3 △5.3 3.8 15.1 3.1

証 明 △7.1 △6.4 △7.7 △11.1 1.7 △9.1 △12.1 △3.7 △6.8

合 計 △0.5 1.3 △2.4 △5.1 2.0 △7.0 △3.7 5.5 △2.2

※上鶴間連絡所、大野台連絡所、大沼連絡所、相模大野駅連絡所は区民課に含む。 

（３）パスポートの申請・交付 

パスポートの申請受理及び交付を行う。 
パスポートの申請、交付件数 (相模大野パスポートセンター) (令和2年3月31日現在 単位：件) 

年度 申請 交付 

H29 10,834 10,764 

H30 11,418 11,381 

R 1 10,820 11,031 

 

４ 各まちづくりセンター 

（１）まちづくり会議や自治会等団体の支援等 

  まちづくりセンター(大野南地区は地域振興課内)には、地域政策担当職員を配置し、各地区に設置されて

いるまちづくり会議等の支援を行うほか、各地区で把握した課題などについて、解決に向けた取組みを進め

るため、本庁や区役所各課機関と調整を行う。 

（２）施設の概要 

センター名 住 所 建築年月日 敷地面積(㎡) 延床面積(㎡) 

大野中 南区古淵3-21-1 S63.4.12 1,105.15 1,365.72 

麻 溝 南区下溝594-6 H30.12.21 2,102.44 1,490.78 

新 磯 南区磯部916-3 H21.3.13 2,456.18 1,051.33 

相模台 南区相模台1-13-5 S63.4.11 2,783.79 1,588.41 

相武台 南区新磯野4-1-3    H28.7.20 ※ 3,830.69 2,210.46 

東 林 南区相南1-10-10 S59.3.30 3,322.39 2,001.41 

 ※改修年月日を記載 

 

【区政策課…１(１)(２)(３)(４)(５)(６)(７)】 

【地域振興課…２(１)(２)(３)(４)(５)(６)（７）(８)（９）（１０）】  

【区民課…３（１）（２）（３）】 

【各まちづくりセンター…２(９)、４(１)(２)】 
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